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1

戦
後
女

性
雑
誌

『
マ
ド

モ
ア
ゼ

ル
』

に
み
る

ー

近

藤

洋

子

『
マ
ド
モ
ア
ゼ

ル
』
は
、
小
学
館
が
昭
和
三
五
年
に
発
刊
し
た
月
刊
誌
で
あ
る
。

創
刊
号
の

一
月
号
発
売
に
合
わ
せ
、
前
年
三
四
年
十
二
月
七
日
の
新
聞

に
編
集
長

桜
田
正
樹

の
署
名
入
り
広
告
を
載
せ
た
。

「
き

ょ
う
、
〈
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
〉
第

一
号
を
、
お
届
け
し
ま
す
。
私
た
ち
は
、

こ
の

〈
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
〉
に
、
若
く
未
婚
の
あ
な
た
の
、
夢
み

・
話
し

・
想

い

・

喜
び

・
歌
い

・
信
じ

・
装
い

・
恋
す
る
…

す
べ
て
の
生
き
方
を
編
集
し
た

つ
も

り
で
す
。

つ
ま
り
、
あ
な
た
の
き
ょ
う

の
生
活
と
知
性
が
、
新
雑
誌

〈
マ
ド
モ
ア

　
ユ

ゼ
ル
〉
の
中

に
あ
る
の
で
す
。
」
と

「
未
婚
の
あ
な
た
に

・
編
集
長
か
ら
」
呼
び

か
け
る
。

「若
く
未
婚
の
あ
な
た
の
、
す
べ
て
の
生
き
方
を
編
集
し
た
」
と
語
り
、
「き
ょ

う
の
生
活
と
知
性
」
を
示
し
伝
え
る
と
連
ね
て
い
る
。

小
論
で
は
、
『
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
』

に
掲
載
さ
れ
た
小
説
を
、
読
者
が
ど
の
よ
う

に
受
け
と
め
た
の
か
を
考
え
、
編
集
方
針
が
ど
う
具
体
化
さ
れ
た
の
か
、
み
て
ゆ

き
た
い
。

1

「も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
い
う
表
現
ほ
ど
、
戦
後
の
経
済
復
興
を
象
徴
し

た
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
。

こ
れ
は
、
昭
和
三

一
年
度
の

『経
済
白
書
』
中
に
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
白
書
の

総
説
は
、
「
世
界
技
術
革
新

の
波
に
乗

っ
て
、
日
本

の
新
し
い
国
造
り
に
出
発
す

る
」
必
要
性
を
説

い
て
結
ば
れ
て
い
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦
後
、
疲
弊
し
き

っ
て
い
た
日
本
経
済
を
、
直
接
間
接
に

影
響
を
与
え
て
大
成
長
に
導
い
た
大
き
な
要
因
は
、

一
九
五
〇
年

(昭
和
二
五
年
)

六
月
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
で
あ
る
。
日
本
占
領
米
軍
が
国
連
軍
と
し
て
出
動
し
、

な
　

日
本
が
兵
帖
基
地
と
な

っ
た
。
朝
鮮
戦
争
の
特
需
は
、
こ
の
後
の
経
済
発
展
を
促

す
基
盤
と
な
り
、
休
戦
協
定
が
結
ば
れ
た

一
九
五
三
年
に
は
、
日
本
の
生
産
規
模

は
画
期
的
な
量
産
体
制

に
入

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

産
業
界
の
好
況
は
、
出
版
界
に
も
浸
透
し
出
版
事
業
の
拡
大
を
も
た
ら
し
た
。

出
版
業
界
発
展
の
要
因
は
、
好
況
と
と
も
に
、
人
口
の
急
増
加
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
の
存
在
で
あ
る
。
昭
和
二
二
年
か
ら
二
四
年
に
か
け
て
、
毎
年

二
七
〇
万
人
弱
ず

つ
出
生
し
て
お
り
、

こ
の
期
間
は
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
と
よ
ば
れ
る

が
、
こ
の
集
団
が
順
次
就
学
期
を
迎
え
、
読
者
人
口
増
大
に
結
び

つ
い
た
の
で
あ

る
。児
童
の
学
年
別
学
習
雑
誌
発
行

で
は
、
「
日
本
文
化
の
基
礎
は
小
学
教
育
に
あ

　
ヨ

る
。
小
学
教
育
こ
そ
が
重
か

つ
大
で
あ
る
」
と
し
て
、
大
正
十

一
年

に
設
立
さ
れ

た
小
学
館
が
他
社
よ
り
優
位
に
立

っ
て
い
た
。
し
か
し
第
二
次
大
戦
後
、
講
談
社

が
昭
和
三
十
年

に
、
既
に
刊
行
さ
れ
て
い
た

『
少
年
ク
ラ
ブ
』
『少
女
ク
ラ
ブ
』

よ
り
下
の
年
齢
層
、
小
学
三

・
四
年
生
を
対
象
と
し
た

『
ぼ
く
ら
』
『
な
か
よ
し
』

を
創
刊
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
三

一
年
九
月
に

『
た
の
し
い

一
年
生
』
を
創
刊
し
、
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学
年
別
学
習
雑
誌
に
進
出
し
た
の
で
あ

る
。

ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
が
学
齢
期
を
迎
え
、
雑
誌
の
販
売
部
数
が
大
幅
に
伸
び
て
、

業
績
も
安
定
し
だ
し
た
小
学
館
に
、
講
談
社
が
挑
む
形
に
な

っ
て
、
両
者
は
学
習

雑
誌
販
売
に
し
の
ぎ
を
削

っ
た
。
こ
の
激
し
い
競
争
は
、
昭
和
三
八
年
三
月
に
講

談
社
が

『
た
の
し
い

一
年
生
』
～

『
た
の
し
い
六
年
生
』
の
刊
行
を
終
え
る
ま
で

続
い
た
の
で
あ
る
。
講
談
社
の

『
た
の
し
い

一
年
生
』
～

『
た
の
し
い
六
年
生
』

の
終
刊
に
関
し
て
小
学
館
は
、
『小
学
館
五
十
年
史
年
表
』
に

「
こ
の
結
果
、
三

一
年
以
来
の
激
し
い
攻
防
戦
は
終
結
し
、
こ
の
分
野
は
再
び
本
社
の
学
習
雑
誌
が

書
店
店
頭
を
独
占
す
る
こ
と
と
な

っ
た
」
と
勝
利
宣
言
を
載
せ
て
い
る
。

小
学
館
は
、
学
年
別
学
習
雑
誌
で
は
講
談
社
よ
り
先
ん
じ
て
い
た
が
、
婦
人
雑

誌
は
、
講
談
社
の
方
が
早
く
か
ら
出
し
て
い
た
。
講
談
社
が

『婦
人
倶
楽
部
』
を

創
刊
し
た
の
は
、
大
正
九
年
十
月

で
あ
る
。
既
に
婦
人
雑
誌
は
何
種
類
か
出
て
い

て
売
れ
行
き
も
よ
か

っ
た
。
当
時
の
代
表
的
な
婦
人
雑
誌
に
は
、
『婦
人
世
界
』

(明
治
三
九
年
創
刊

実
業
之
日
本
社

)
『
婦
人
画
報
』
(明
治
四
十
年
創
刊

婦

人
画
報
社
)
『
婦
人
之
友
』
(明
治
四

一
年
創
刊

婦
人
之
友
社
)
『
婦
女
界
』
(明

治
四
三
年
創
刊

婦
女
界
社
)
『
婦
人
公
論
』
(大
正
五
年
創
刊

中
央
公
論
社
)

『主
婦

の
友
』
(大
正
六
年
創
刊

主
婦

の
友
社
)
な
ど
が
あ

っ
た
。

昭
和
三
十
年
当
時
に
は
、
二
十
種
余

り
の
月
刊
雑
誌
が
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

中
心
を
な
し
て
い
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
婦
人
四
誌
と
よ
ば
れ
て
い
る

『主
婦
の
友
』

『婦
人
倶
楽
部
』
『主
婦
と
生
活
』
(昭
和

二

一
年
創
刊

主
婦
と
生
活
社
)
『婦
人

生
活
』

(昭
和
二
二
年
創
刊

同
志
社
)
で
、

い
ず
れ
も
実
用
雑
誌
だ
が
、
部
数

な
る

は
四
誌
伯
仲
し
合
計

で
二
二
〇
万
部
近

く
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
十
七

・
八
歳
か
ら
二
二

・
三
歳
ま
で
の
未
婚
女
性

の
た
め
の
実
用
雑

誌
は
ま
だ
出
版
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。

講
談
社
は
十
代
後
半
か
ら
二
十
代
前
半
の
未
婚
の
女
性
を
対
象
に
絞
り
、

一
番

欲
す
る
も
の
を
重
点
的
に
取
り
扱
う
新

し
い
婦
人
雑
誌
を
作
る
、
と
い
う
目
的
か

ら

『若
い
女
性
』
を
昭
和
三
十
年
九
月

に
創
刊
し
た
の
で
あ
る
。

あ
く
ま
で
も
実
用
雑
誌
で
あ
る
。
初
代
編
集
長
久
保
田
裕
は
創
刊
事
情

に
つ
い

連
載
小
説
と
読
者

て
、
「婦
人
雑
誌

の
付
録
だ
け
欲
し
い
、
中

で
も
服
飾
面
だ
け
ほ
し
い
と
い
う
人

が
か
な
り
多
い
。
こ
う
し
た
服
飾
面
だ
け
に
関
心
が
強
い
の
は
、
未
婚
の
人
に
多

い
。
そ
の
要
求
の
強
い
年
齢
層
に
こ
た
え
て
、
服
飾
を
中
心
に
し
た
と
こ
ろ
の
実

用
性
、
こ
こ
に
ポ
イ
ン
ト
が
お
か
れ
た
。
読
物
、
記
事
、
ま
た
服
飾
記
事
そ
の
他

に

つ
い
て
も
、
す
べ
て
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
昭
和
二
九
年
か
ら
三
十
年
に
か
け

て
は
、
服
飾

一
般
に
つ
い
て
世
間
の
関
心
が
た
か
ま

っ
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
服
飾

ブ
ー
ム
の
登
り
坂
で
、
A
ラ
イ
ン
だ
と
か
B
ラ
イ
ン
だ
と
か
騒
が
れ
て
い
た
の
で
、

は
　

新
雑
誌
の
創
刊
に
は
、
時
期
的
に
も
ち
ょ
う
ど
よ
か

っ
た
。」
と
語

っ
て
い
る
。

『
若
い
女
性
』
は
、
B
5
判
の
大
判
と
し
、
婦
人
四
誌
と
は
差
別
化
を
は
か
り
、

定
価

=
二
〇
円
と
、
『
婦
人
倶
楽
部
』
『主
婦

の
友
』
『
主
婦
と
生
活
』
よ
り
も
五

〇
円
安
く
し
た
。
当
初
十
万
部
で
あ

っ
た
が
、
好
評
で
十
二
月
号
ま
で
に
二
二
万

　
　

部
に
伸
び
て
い
た
。

昭
和
三
十
年
以
降
、
日
本
経
済
は
神
武
景
気
、
岩
戸
景
気
と
よ
ば
れ
る
好
況
に

恵
ま
れ
た
が
、
こ
の
好
況
は
、
生
産
が
年
平
均
二
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
輸
出
が
年
平

均
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
率
と
い
う
工
業
部
門
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

工
業
の
進
展
に
比
べ
、
こ
の
高
度
成
長
期
に
農
業
は
著
し
く
衰
退
し
て
い

っ
た
。

は
ア

色
川
大
吉
は
、
『
昭
和
史
世
相
篇
』

に
お
い
て
、
「戦
後
の

一
時
期
、
総
人
口
の
半

分
に
達
し
て
い
た
農
村
人
口
は
、
昭
和
三
〇
～
三
五
年
に
は

一
九
四
万
人
減
少
し
、

さ
ら
に
昭
和
三
五
～
四
〇
年

の
五
年
間
で
四
三
三
万
人
も
減
少
し
た
。
(中
略
).

一
つ
は
政
府

の
農
業
切
り
捨
て
政
策
に
よ
る
も
の
だ
が
、
も
う

一
つ
は
都
市
の
商

工
業
に
安
価
な
労
働
力
を
吸
収
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。」
と
指
摘
す
る
。
農
村
を

捨

て
都
市

へ
出
た
若
い
女
性
た
ち
が
、
新
し
い
読
者
に
も
な

っ
た
の
で
あ
る
。

講
談
社

に
遅
れ
る
こ
と
四
年
、
小
学
館
が
未
婚
の
女
性
向
け
雑
誌

『
マ
ド
モ
ア

ゼ
ル
』
を
昭
和
三
五
年

一
月
に
創
刊
し
た
。

　
き

小
学
館
と
し
て
は
、
景
気
好
調
を
背
景
に

「広
告
媒
体
と
し
て
も
強
化
拡
大
」

し
、
経
営
の
安
定
を
は
か
る
こ
と
が
目
的
の
創
刊
で
あ

っ
た
。
当
時
、
広
告
媒
体

と
し
て
も
雑
誌
は
活
用
さ
れ
て
い
た
。

『
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
』
創
刊
号
に
は
、
「
日
立
製
作
所
、
キ
ス
ミ
i
化
粧
品
、
ピ
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連
載
小
説
と
読
者

ア

ス
、

村

山

東

京

店

、

オ

リ

ム
パ

ス
刺

繍

糸

、

新

三
菱

重

工
、

パ

ピ

リ

オ
、

小

林

コ
ー

セ

i
、

エ
ー

ザ

イ

な

ど

一
流

広

告

主

の
特

殊

面

定

期

契

約

を

は
じ

め

、

理

研

工
学

、

大

東

紡

、

東

洋

レ
ー

ヨ

ン
、

レ
ナ

ウ

ン
、

ウ

テ

ナ

ク

リ

ー

ム

な
ど

七

六

社

の
広

告

」

が

載

り
、

小

学

館

広

報

課

は

、

「
ま

こ
と

に
祝

福

さ

れ

た

ス
タ

ー

ト
を

は
　

切

っ
た
」
と
報
じ
た
。
広
告
主
が
、
未
婚
女
性
の
購
買
力
に
期
待
し
た
こ
と
の
現

れ
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
小
学
館
は
前
述
の
よ
う
に
、
学
習
雑
誌
を
看
板
と
し
た
出
版
社
で
あ
る
。

中
学
生
向
け
に
は
、
昭
和
二
四
年

一
月
に

『中
学
生
の
友
』
を
創
刊
し
、
翌
二
五

年
四
月
に
は
女
子
中
学
生
向
け
に
、
『
女
学
生

の
友
』
を
創
刊
し

て
い
た
。
学
習

雑
誌

の
小
学
館
と
し
て
は
、
『
女
学
生

の
友
』
を
卒
業
し
た
そ
の
上

の
年
齢
層
を

開
拓
す
る
も
の
で
も
あ
り
、
講
談
社

の

『若
い
女
性
』
の
よ
う
に

「若
い
女
性
の

　
　

た
め
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
実
用
雑
誌
」
と

「実
用
」
を
売
り
物
に
は
で
き
な
か

っ
た
。

あ
く
ま
で
も

『女
学
生

の
友
』
に
続
く
雑
誌

で
あ

っ
て
、
講
談
社
の

『婦
人
倶
楽

部
』
読
者
の
若
年
層
と
い
う
捉
え
方
と
は
違

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

小
学
館
が
講
談
社
と
異
な
り
実
用
誌

で
は
な
く
教
養
誌
を
目
指
し
た
背
景
に
は
、

昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け

て
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
の
、
特
に
女
子
の
　
け

教
育
程
度
が
急
激

に
高
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
『
婦
人

の
歩
み
30
年
』

に
よ
れ
ば
、
教
育
程
度
に
つ
い
て
十
五
歳
以
上
人
口
に
占
め
る
割
合
を
、
昭
和
三

五
年
と
四
五
年
と
で
比
較
す
る
と
、
初
等
教
育

(義
務
教
育
程
度
)
修
了
者
は
減

少
し
て
い
る
が
、
中
等
教
育

(旧
制
中
等
学
校

・
新
制
高
等
学
校
卒
)
は
、
24
%

か
ら
32
%

へ
、
高
等
教
育

(短
大
、
高

専
、
大
学
卒
業
)
は
、
2
%
か
ら
5
%
に

増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
に
よ
る
と
、
二
〇
歳
か
ら
二
四
歳
の
女
子
未
婚
者

数
が
、
昭
和
五
年
に
37

・
7
%
だ

っ
た

の
が
三
五
年

で
は
68

・
4
%
に
、
四
五
年

で
は
71

・
7
%
と
な

っ
て
い
る
。
戦
前

に
比
べ
て
結
婚
す
る
年
齢
が
高
く
な

っ
て

き
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
等
教
育
を
終
え
て
か
ら
、
さ
ら
に
高
等
教
育
を
受
け
る
、

あ
る
い
は
就
職
す
る
な
ど
、
結
婚
ま
で
の
期
間
が
長
く
な

っ
た
。
未
婚
で
し
か
も

戦
前
よ
り
高

い
教
育
を
受
け
た
女
性
が
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
し
た

が

っ
て
、
『
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
』
創
刊
時

の
広
告
で
う
た

っ
た

「知
性
」
は
は
ず
せ

な
い
も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

初
代
編
集
長
に
は
桜
田
正
樹
が
就
い
た
。
桜
田
は
、
昭
和
二
六
年
に
入
社
し
、

三
十
年
か
ら

『
女
学
生
の
友
』

(昭
和
二
五
年
創
刊
)
の
編
集
長
を
し
て
い
た
。

『女
学
生
の
友
』
が
創
刊
時
七
万
八
千
部

で
あ

っ
た
の
を
、
昭
和
三
四
年
に
は
、

　
ね

十
八
万
五
千
部
に
伸
ば
し
て
い
た
。
実
績
を
買
わ
れ
て
の

『
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
』
編

集
長
就
任
で
あ

っ
た
。

『
女
学
生
の
友
』
が
桜
田
が
編
集
長
に
な
っ
て
部
数
が
飛
躍
的
に
伸
び
た
の
は
、

ジ

ュ
ニ
ア
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
創

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
当
時
、
少
女
小
説

は
エ
ス
を
描
い
て
い
た
が
、
佐
伯
千
秋
を
起
用
し
て
、
男
女
交
際
を
描
い
た
小
説

　
お

を
登
場
さ
せ
た
」
。
社
内
で
も
非
難
は
あ

っ
た
が
、
挿
し
絵
に
起
用
し
た
藤
田
ミ

ラ
ノ
も
あ
た
り
、
売
り
切
れ
続
出
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
『
マ
ド
モ
ア
ゼ

ル
』
創

刊
当
初
は

『女
学
生
の
友
』
の
編
集
長
も
兼
ね
て
い
た
。

,

『
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
』
は
、
小
学
館
と
し
て
は
、
横
文
字
だ
け
の
誌
名
第

一
号
で
、

後
年
桜
田
は

「
"
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
"
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
語
の
ひ
び
き
か
ら
い
い
ネ
ー

ム
じ

ゃ
な
い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
当
時

"女
学
生
の
友
"
の
編
集
を
や

っ

て
い
た
作
家
の
永
井
路
子

(黒
板
拡
子
)
さ
ん
も
同
じ
ネ
ー
ム
を
考
え
て
い
た
ん

で
す
。
そ
れ
に
力
を
得
て
役
員
会
に
か
け
ま
し
た
が
、
比
較
的
ス
ン
ナ
リ
決
ま
り

な
ぬ

ま
し
た
ね
。」
と
語

っ
て
い
る
。

雑
誌
を
創
刊
す
る
小
学
館

の
会
社
と
し
て
の
戦
略
、
「
広
告
収
入
拡
充
」

の
た

め
に
は
、
「生
活

(実
用
)」
の
面
も
重
要
だ

っ
た
が
、
桜
田
は

一
方
で
、
見
る
雑

誌
で
は
な
く
、
読
む
雑
誌
を
目
指
し
、
『
婦
人
公
論
』
を
意
識
し
て
い
た
。
発
売

日
も
、
『婦
人
公
論
』
な
ど
の
婦
人
教
養
誌
と
呼
ば
れ
る
雑
誌
と
同
じ
、
毎
月
七

日
に
し
た
。

『婦
人
公
論
』
は
、
昭
和
三
二
年
九
月
に
、
中
央
公
論
社
社
長
嶋
中
鵬
二
が
編

集
長
に
な

っ
た
。
本
格
的
な
教
養
読
み
物
を
読
者
に
提
供
す
る
と
い
う
方
針
の
も

と
に
、
丸
山
真
男
や
武
田
泰
淳
に
意
見
を
求
め
、
「近
代
日
本
人
物
評
価
」
な
ど

　
ほ

新
鮮
な
連
載
を
企
画
し
た
。

創
刊
五
〇
〇
号

(昭
和
三
三
年
十

一
月
号
)
を
期
に
、
初
め
て
の
女
性
編
集
長
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と
し
て
三
枝
佐
枝
子
が
任
に
就
い
た
。
三
枝
は
、
前
編
集
長
の
基
本
方
針
を
受
け

継
ぎ
な
が
ら
、
三

つ
の
賞
を
設
け
て
、
新
人
の
発
掘
や
文
芸
欄
の
充
実
に
も
力
を

注
い
だ
。
五
〇
〇
号
を
記
念
し
て

「女
流
新
人
賞
」
(「婦
人
公
論
女
流
新
人
小
説
」

を
改
名
)、

ま
た
》
昭
和
三
七
年
に
は
、
「
女
流
文
学
賞
」

(女
流
文
学
者
会

の

「
女
流
文
学
者
会
賞
」
を
解
消
し
て
、
婦
人
公
論
主
催
と
し
て
新
設
)
と
、
「読
者

賞
」
を
新
設
し
て
、
読
者
と
執
筆
者
、
編
集
部
を
近
づ
け
る
な
ど
、
他
の
婦
人
雑

誌
と
は

一
線
を
画
し
て
い
た
。
出
版
年
鑑
な
ど
で
も

『
婦
人
公
論
』
は
教
養
誌

・

評
論
誌
と
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は
圧
倒
的
に
部
数
が
多
く
、

昭
和
三
十
年
に
は
二
六
万
部
を
発
行
し

て
い
る
。

桜
田
正
樹
は
、
『女
学
生
の
友
』
の
読
者
を

『
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
』
に
つ
な
げ
る

　
あ

た
め
に
、

で
き
る
だ
け
著
名
作
家
を
投
入
し
た
。
読
む
雑
誌
と
し
て
判
型
も

『
婦

人
公
論
』
『女
学
生
の
友
』
と
同
じ
A
5
判
に
し
た
。
判
型
に
つ
い
て
は
、
『
婦
人

公
論
』

の
三
枝
編
集
長
が

『
編
集
長
か
ら
読
者

へ
』
に
お
い
て
、
「『
婦
人
公
論
』

の
よ
う
な
教
養
誌
が
、
小
判
で
あ
る
こ
と
の
さ
ま
ざ
ま
な

ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
大
判
化
し
な
い
の
は
、
読
む
た
め
に
は
あ
の
判
が

一
番
読
み
や

　
レ

す
い
か
ら
な
の
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

読
む
雑
誌
に
こ
だ
わ

っ
た
桜
田
は
、
『
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
』
第
四
号
の
昭
和
三
五

年
四
月
号
の

「
愛
読
者
の
窓
」
と
銘
打

っ
た
読
者
投
稿
欄

に
お
い
て
、
読
者
と
の

合
評
会
を
掲
載
し
、
読
者
の

「グ
ラ
ビ

ア
は
大
判
が
よ
い
」
と
い
う
声
に
対
し
て
、

「検
討
は
し
て
い
る
が
読
む
本
と
し
て
豊
富
な
内
容
を
盛
る
の
は
、

A
判
の
方
が

よ
い
」
と
こ
た
え
て
い
る
。

H

さ
て
次
に

『
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
』
に
掲
載
さ
れ
た
小
説
に
つ
い
て
み
て
ゆ
き
た
い
。

昭
和
四
三
年
三
月
に
終
刊
を
迎
え
る
ま

で
八
年
間
に
、
二
二
本

の
小
説
が
連
載
さ

れ
た
。
そ
の
連
載
小
説
を
読
者
が
ど
う
受
け
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
に
連
載
小
説
の

一
覧
を
あ
げ
る
。
()
内
は
掲
載
年
月

で
、
年
号
は
省
い

連
載
小
説
と
読
者

た

が

、

昭

和

で
あ

る

。

「
二

十

歳

の
設

計

」

源

氏

鶏

太

(
35

・
1

～

36

・
3

)

「
途

上

」

曾

野

綾

子

(
35

・
1

～

35

・
12

)

「
永

遠

の
た

あ

い
き

」

新

田

次

郎

(
35

・
1

～

35

・
12
)

「
殺

人

者

」

原

田

康

子

(
36

・
1

～

37

・
4

)

「
禁

断

」

石

原

慎

太

郎

(
36

・
4

～

37

・
5

)

「
紅

い
白

描

」

松

本

清

張

(
36

・
7

～

37

・
12

)

「
連

舞

」

有

吉

佐

和

子

(
37

・
1

～

38

・
5

)

「
湖

影

」

三

浦

哲

郎

(
37

・
5

～

38

・
3

)

「
肉

体

の
学

校

」

三

島

由

紀

夫

(
38

・
1

～

38

・
12
)

「
ず

べ
公

天

使

」

吉

行

淳

之

介

(
38

・
1

～

38

・
12

)

「
嫁

さ

ん

」

壺

井

栄

(
38

・
4

～

39

・
3

)

「
騎

り

あ

る

微

笑

」

黒

岩

重

吾

(
38

・
10

～

39

・
5

)

「
青

年

時

代

」

源

氏

鶏

太

(
39

・
1

7-

40

・
3

)

「
人

形

姉

妹

」

円

地

文

子

(
39

・
4

～

40

・
6

)

「
青

い
血

の
娘

」

柴

田

錬

三

郎

(
39

・
4

～

40

・
3

)

「
雲

よ

汝

は

」

丹

羽

文

雄

(
40

・
4

～

40

・
12

)

「
青

春

海

流

」

富

島

健

夫

(
40

・
4

～

41

・
3

)

「
協

奏

曲

」

遠

藤

周

作

(
40

・
8

～

41

・
7

)

「
花

燃

え

る

」

佐

伯

千

秋

(
41

・
4

～

42

・
3

)

「
乱

舞

」

有

吉

佐

和

子

(
41

・
5

～

42

・
1

)

「
夜

会

服

」

三

島

由

紀

夫

(
41

・
9

～

42

・
8

)

「
愛

の
重

荷

」

源

氏

鶏
太

(
42

・
4

～

43

・
3

)

の
二

二

編

で
あ

る

。

こ
れ

ら

の
連

載

小

説

に
対

し

て
読

者

は

ど

の
よ

う

な

感

想

を

持

っ
た

の
だ

ろ

う

か

。

『
マ
ド

モ

ア
ゼ

ル
』

に
は

、

巻

末

に

「
愛
読

者

の
窓

」

と

題

し

た

三

～

四

頁

の

読

者

投

稿

欄

が

設

け

ら

れ

て

い
る

。

こ

こ

に
は

、

雑

誌

全

体

に
関

し

て

の
読

者

評

や
意

見

が

中

心

に
載

り

、

小

説

評

は

あ

ま

り

載

っ
て
は

い
な

い
。

小

説

評

は

、

終
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連
載
小
説
と
読
者

刊
ま
で
の
八
年
間
に
掲
載
さ
れ
た
の
が
八
件
で
あ
る
。
初
期
連
載
小
説
に
つ
い
て

は
、
そ
の
内
の
半
数
、
四
件
に
の
ぼ

っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
好
評
ば
か
り
で
、
そ

の
四
件
と
も
に

「途
上
」

に
好
意
的
な
も
の
で
あ
る
。
「
二
十
歳
の
設
計
」

に
も

一
件
、
「途
上
」
と
合
わ
せ
て
評
判
の
よ
い
こ
と
を
投
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
欄
の
批
評
は
、
ど
こ
が
よ
い
の
か
具
体
的
に
触
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
「
連

載
小
説
も
み
ん
な
す
ば
ら
し
い
も
の
ば
か
り
、
と
く
に
曾
野
綾
子
先
生
の

『途
上
』

が

ス
テ
キ
で
す
。
(愛
媛
県
八
幡
浜
市
須
崎
町

一
ノ
十
三
鈴
屋
久
子
)
S
35

・
10

月
号
」
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

た
だ
、
創
刊
時
の
連
載
小
説

「
二
十
歳
の
設
計
」
「途
上
」
「永
遠
の
た
め
い
き
」

に
は
、
掲
載
頁
に

「読
者
の
手
帳
」
と
題
し
て
囲
み
で
毎
回
二
本
ず

つ
の
投
書
を
、

そ
れ
ぞ
れ
に
載
せ
て
い
る
。

「愛
読
者

の
窓
」
評

に
対
し
て
、
小
説
掲
載
頁
の

「
読
者
の
手
帳
」
欄
の
投
書
は
、
登
場
人
物

の
名
を
挙
げ
て
感
想
を
述
べ
た
も
の

が
多
い
。

小
説
の
読
後
感
想
は
、
連
載
小
説
の
場
合
、
当
然
掲
載
さ
れ
る
の
は
、
次
号
で

あ
る
。
第

一
回
の
感
想
は
、
第
二
回
に
載
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
連
載
小
説
に
不

可
欠

の
毎
回
設
け
ら
れ
る

「
前
号
ま
で
の
あ
ら
す
じ
」
に
、
感
情
を
付
加
す
る
よ

う
な
趣
き
に
な
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
具
体
的
に
み
な
が
ら
分
析
を
す
す
め
た
い
。

「
途
上
」

(曾
野
綾
子
)
は
、

一
月
号
か
ら
十
二
月
号
ま
で
十
二
回
の
連
載

で

一
回
十
二
頁
、
さ
し
絵
は
、
宮
永
岳
彦

で
あ
る
。
主
人
公
は
女
子
大

一
年
生

の
新

庄
流
子
。
小
説
は
ほ
ぼ

一
年
間
の
で
き
ご
と
を
書
い
て
お
り
、
第

一
回
は

「
プ
ラ

タ
ナ
ス
の
葉
が
落
ち
た
」
晩
秋
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
最
終
回
は
氷
雨

の
降

る
季
節
で
あ
る
。
筋
を
追
い
な
が
ら
考
え
た
い
。
回
毎
に
梗
概

に
触
れ
、
そ
の
読

者
評
を
み
る
。
(①
は
第

一
回
、
◇

内
は
各
回
の
タ
イ
ト
ル
で
、
以
下
同
様

で
あ

る
。
読
者
評
は
該
当
す
る
号
数
を
表
示
し
た
。)

①

〈木
も
れ
陽
〉
新
庄
流
子
は
、
病
弱

で
新
興
宗
教
の
創
価
学
会
に
凝
る
母
と
小

児
麻
痺
の
兄
真
之
助
、
勝
ち
気
な
姉
須
磨
子
と
、
父
の
死
後
伯
母
の
林
家
に
四
人

で
厄
介
に
な

っ
て
い
る
芳
土
女
子
大
学

の

一
年
生
。
林
家
は
船
会
社
を
経
営
す
る

資
産
家
で
、
同
級
生
で
従
姉
の
千
世
が

い
る
。
千
世
は
流
子
の
よ
き
相
談
相
手
で

あ

っ
た
。
あ
る
日
、
流
子
は

「林
さ
ん
」
と
呼
び
か
け
て
き
た
青
年
か
ら
交
際
を

求
め
る
手
紙
を
も
ら

っ
た
。
神
田
大
学
三
年
の
久
間
木
雄
三
だ

っ
た
。

こ
の
第

一
回
に
対
す
る
反
響

の
中
か
ら
掲
載
さ
れ
た
二
つ
の
読
者
評
は
、
次
の

よ
う
な
文
章
で
あ
る
。

・
第
二
号

「父
親
を
な
く
し
た
う
え
に
、
小
児
麻
痺
の
兄
を
か
か
え
た
、
こ
の

一

家
を
人
ご
と
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
デ
カ
ダ
ン
な
姉
、
素
直
な
妹
、
二
人

の
女
性

の

生
き
方
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
い
分
が
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
血
肉
を
分
け
た
兄
妹

に
不
具
者
が
い
て
も
、
そ
れ
で
暗
い
気
持
ち
に
な
る
こ
と
な
く
、
母
を
か
ば

っ
て

生
き
て
い
る
流
子
の
美
し
い
心
根
に
泣
か
さ
れ
ま
し
た
。
(熊
本

田
川
優
子
)」

「
曾
野
先
生
の
作
品
の
中
で
も
、
傑
作
の

一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
久
間
木
雄
三
は

本
当
に
素
朴
で
、
い
い
青
年
の
よ
う
で
す
ね
。

い
ま
は
不
幸

で
も
恵
ま
れ
な
い
家

庭
環
境
を
の
り
越
え
て
、
い
つ
の
日
か
、
き

っ
と
す
ば
ら
し
い
幸
せ
が
こ
の

一
家

に
訪
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
(新
潟

沢
野
玲
子
)」

読
者
は
、
不
具
の
兄
と
婚
期
を
逸
し
た
姉
そ
し
て
片
親
、
と
い
う
傍
目
に
は
恵

ま
れ
な
い
家
庭
環
境
の
主
人
公
の
状
況
に
、
哀
れ
み
と
同
情
を
寄
せ
て
い
る
。
そ

し
て
こ
の
不
幸
な
境
遇
の
主
人
公
は
必
ず
幸
福
に
な
る
は
ず
と
期
待
を
す
る
。
小

説

の
前
半
で
は
登
場
人
物
の
紹
介
が
行
わ
れ
る
の
だ
が
、
第
二
回
で
は
次
の
よ
う

に
姉
須
磨
子
が
描
か
れ
る
。

②

〈妹
娘
〉
須
磨
子
は
、
停
電
し
た
地
下
鉄
の
中
で
助
け
て
も
ら

っ
て
以
来
土
木

技
師

の
三
崎
を
慕

っ
て
い
た
。
三
崎
に
は
妻
が
あ

っ
た
。
須
磨
子
は
そ
れ
で
も
よ

い
と
の
め
り
込
ん
で
い

っ
た
。
久
間
木
が
流
子
を
林
家
の
令
嬢
で
は
な
い
と
知

っ

て
も
構
わ
な
い
と
、
家
を
訪
ね
て
き
た
。
流
子
は
自
宅
に
招
く

つ
も
り
だ

っ
た
が
、

交
際
を
勧
め
る
伯
母
は
林
家
の
応
接
間
に
案
内
し
、
聞
か
れ
も
し
な
い
の
に

一
族

の
こ
と
を
話
し
続
け
た
。
流
子
に
は
伯
母
の
自
己
宣
伝
が
後
味
悪
く
残

っ
た
。

第
二
回
の
読
者
評
は
、

・
第
三
号

「
須
磨
子
が
三
崎
に
恋
し
た
気
持
ち
は
、
け

っ
し
て
、
い
い
か
げ
ん
な

も
の
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
す
。
初
め
て
知

っ
た
美
し
い
慕
情
を
、
た
と
え
、
妻
子

あ
る
人
で
も
、
家
族
や
伯
母
た
ち
が
も

っ
と
親
身
に
な

っ
て
や
れ
ば
、
い
つ
か
、
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か
た
く
な
な
心
も
な
ご
む
で
し
ょ
う
。

(石
川

大
井
恵
子
)」
「
と
う
と
う
、
久

間
木
が
流
子
の
も
と

へ
訪
れ
ま
し
た
ね
。
そ
し
て
伯
母
さ
ん
が
実
に
、
う
る
さ
い

ほ
ど
世
話
を
や
い
て
い
る
の
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
で
も
ち
ょ
っ
と
う
る
さ
い
感

じ
…
…
。

こ
の
二
人
は
き

っ
と
、
幸
せ
な
恋
人
同
士
に
な
る
で
し
ょ
う
。
(埼
玉

仲
田
幸
子
)
」

読
者
は
あ
く
ま
で
も
主
人
公

の
、
そ
し
て
そ
の
家
族
の
味
方
で
あ
る
。
須
磨
子

の
妻
子
あ
る
男
と
の
恋
愛
に
も
肯
定
的

で
、
許
し
て
い
る
。
そ
れ
に
比

べ
て

一
族

で
あ
り
な
が
ら
、
金
持
ち
の
伯
母

に
は
反
感
を
抱
く
。
前
回
同
様
に
主
人
公
に
心

を
寄
せ
て
、

一
喜

一
憂
す
る
投
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

第
三
回
に
は
、
林
家
と
は
別
の
親
戚

の
従
兄
祖
父
江
敏
行
が
登
場
し
て
、
流
子

を
励
ま
す
。
久
間
木
は
熱
心
に
求
愛
す
る
が
、
流
子
は
困
惑
す
る
ば
か
り
で
あ

っ

た
。
第
四
回
に
須
磨
子
が
三
崎

の
元

へ
家
出
を
す
る
の
だ
が
、
第
四
回
の
読
後
感

想
に
は
、
久
間
木

に
対
す
る
疑
問
や
須
磨
子

に
注
意
を
引
か
れ
た
も
の
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

・
第
五
号

「
三
号
、
四
号
と
読
む
う
ち

に
、
久
間
木
と
い
う
男
が
ド
ン
フ
ァ
ン
に

思
え
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
流
子
は
ほ
ん
と
う
に
彼
を
愛
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
?
清
純
な
流
子
が
心
配
で
心
配
で
…
…
。
(新
潟

金
井
咲
子
)」
「須
磨
子

が
家
出
し
ま
し
た
ね
。
で
も
私
は
好
き
な
人
な
ら
理
屈
ぬ
き
で
体
ご
と
ぶ

つ
か

っ

て
行
く
彼
女

の
方
が
、
愛
情
の
は

っ
き
り
し
な
い
交
際
を

つ
づ
け
る
流
子
よ
り
も

女
ら
し
い
生
き
方
だ
と
思
い
ま
す
。
(大
阪

田
島
絢
子
)」

読
者
は
、
流
子
の
優
等
生
的
な
恋
愛
よ
り
も
、
刹
那
的
な
恋
愛
を
求
め
る
須
磨

子

の
生
き
方

に
ド
ラ
マ
を
感
じ
て
い
る
。
須
磨
子
の
相
手
三
崎

の
事
情
に
つ
い
て

は
、
第
五
回
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
三
崎
は
特
攻
隊
員
だ

っ
た
。
出
撃
前
に
結
核

療
養
中

の
雪
子
と
知
り
合
い
、
生
き
て
い
た
ら
結
婚
し
よ
う
と
誓
い
、
思
い
が
け

な
い
終
戦
で
結
婚
し
た
。
子
供
が
産
ま
れ
た
が
、
六
ヶ
月
で
そ
の
子
は
死
ん
だ
。

そ
れ
以
来
、
雪
子
と
は
気
持
ち
が
通
わ
な
く
な
り
、
燧
道
の
建
設
現
場
に
単
身
赴

任
し
て
い
た
の
だ

っ
た
。

第
六
回
で
、
久
間
木
が
運
転
す
る
車
が
事
故
を
起
こ
し
て
千
世
が
け
が
を
負

っ

連
載
小
説
と
読
者

た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
、
久
間
木
が
千
世
に
近
づ
き
千
世
が
妊
娠
し
た
。
流
子
が

千
世
か
ら
妊
娠
を
知
ら
さ
れ
た
翌
日
、
今
度
は
須
磨
子
が
三
崎
と
心
中
を
図
り
、

死
ん
だ
。
作
者
は
道
徳
に
反
す
る
須
磨
子
の
恋
愛
に
断
罪
を
下
し
た
。

・
第
十
号

「姉

の
須
磨
子
は
自
殺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。
人
間
だ
れ
し
も

一
度

は
考
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
死
ぬ
事
だ
け
は
思
い
と
ど
ま
り
た
い
も
の
で
す
。

流
子
は
姉
と
違

っ
て
辛
い
生
活
も
か
な
ら
ず
乗
り
切
る
で
し
ょ
う
。
早
く
明
る
い

生
活

の
来
る
事
を
祈
り

つ
つ
。
(長
野

伊
東
節
子
)
」
「苦
悩

の
中
に
生
ま
れ
、

生
活
し
、
死
ん
で
行
く
ー

こ
う
い
う
人
間

の
な
ん
と
多
い
こ
と
か
。
そ
し
て
流
子

も
ま
た
…
…
、

で
も
流
子
を
悩
ま
し
て
い
る
不
運

の
数
々
は
き

っ
と
彼
女
を
き
た

え
、
大
き
な
不
幸

に
耐
え
る
力
を
育

て
て
行
く
に
ち
が
い
な
い
。
(群
馬

中
島

美
苗
)
」

こ
の
妻
子
あ
る
男
性
を
愛
し
た
須
磨
子
は
許
さ
れ
な
か

っ
た
と
い
う
展
開
に
、

掲
載
さ
れ
た
読
者
評
は
作
者
を
批
判
し
な
い
。
行
儀

の
よ
い
道
徳
的
な
文
章
で
あ

る
。

.

久
間
木
を
愛
し
て
い
る
と
は
言

い
切
れ
な
か

っ
た
が
、
千
世

の
妊
娠
と
姉
の
自

殺
と
は
流
子
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
そ
の
流
子
を
救
う
の
が
、
千
世
の
兄
信

也
と
、
林
商
船
の
二
等
航
海
士
津
村
達
夫

で
あ

っ
た
。
津
村
は
精
神
病
の
姉
を
も

ち
、
流
子
の
小
児
麻
痺
の
兄
真
之
助

の
こ
と
も
あ
り
、
遺
伝
を
お
そ
れ
て
流
子
と

の
結
婚
に
踏
み
切
れ
な
い
。

・
第
十

一
号

「
宿
命
の
中
に
生
き
る
流
子
、
そ
の
途
上
を
お
お
う
不
幸
に
も
め
げ

ず
、
な
お
も
歩
ん
で
行
く
若
い
女
性
に
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
ど
こ
か

陰
の
あ
る
生
活
に
興
味
深
さ
を
覚
え
、
い
つ
か
く
る
幸
せ
の
日
を
待
遠
し
く
思

っ

て
い
ま
す
。
(奈
良

皆
己
サ
カ
エ
)
」

最
終
回
の
第
十
二
回
で
、
そ
ん
な
流
子
と
津
村
に
、
人
間
を
超
え
た
も

っ
と
大

き
な
力
に
す
が

っ
て
祈
れ
、
と
信
也
が
励
ま
す
。
津
村
が
流
子
に
求
婚
し
よ
う
と

す
る
と
こ
ろ
で
小
説
は
完
結
す
る
。

・
第
十
二
号

「苦
悩
に
包
ま
れ
な
が
ら
も
ひ
と
す
じ
の
人
生
の
途
を
歩
き
続
け
る

デ
リ
ケ
ー
ト
な
流
子
。
き

っ
と
明
る
い
人
生
が
開
け
て
来
る
と
思
い
ま
す
。
信
也
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連
載
小
説
と
読
者

は
流
子
を
幸
福
に
で
き
な
い
も
の
で
し

ょ
う
か
。
(兵
庫

西
脇
年
子
)」
「不
幸

と
戦
い
な
が
ら
、
自
分
を
い
つ
も
よ
く
見

つ
め
て
生
き
て
行
く
流
子
…
…
す
べ
て

の
人
に
や
さ
し
く
、
す
な
お
さ
を
失
わ
な
い
流
子
に
は
、
幸
せ
の
訪
れ
る
日
も
き

っ

と
近
い
に
ち
が
い
な
い
と
信
じ
て
い
ま
す
。
(徳
島

遠
藤
通
子
)」

最
終
回
で
津
村
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
た
め
に
、
読
者

の
津
村
評
は
全
く

出
て
こ
な
い
。
読
者
は
連
載
小
説
の
場
合
に
は
単
行
本
と
違

っ
て
、
ど
う
し
て
も

最
終
回
に
な
ら
な
け
れ
ば
結
末
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
結
末

に
向

け
て
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
を
期
待
す
る
投
書
が
掲
載
さ
れ
る
所
以
で
も
あ
る
。

作
者
の
曾
野
綾
子
は
、
昭
和
六
年
に
東
京
で
生
ま
れ
た
が
、
六
歳

の
聖
心
女
子

学
院
幼
稚
園
入
園
以
来
、
昭
和
二
九
年

に
聖
心
女
子
大
学
を
卒
業
す
る
ま
で
、
疎

開
時
を
除
い
て

一
貫
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
育
を
受
け
た
。
十
七
歳

の
時

に
受
洗

し
、
洗
礼
名

マ
リ
ア

・
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
を
持

つ
。
作
中

で
伯
母
の
口
を
借
り
て
、

当
時
勢
い
を
持
ち

つ
つ
あ

っ
た
創
価
学
会
批
判
を
し
た
り
、
遺
伝
を
お
そ
れ
る
よ

り
も
天
地
を
司
る
あ
ら
ゆ
る
超
人
的
な
力
に
す
が
れ
と
、
流
子
や
津
村

の
背
中
を

押
す
場
面
な
ど
は
、
作
者
の
宗
教
観
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た

「途

上
」
に
は
、
昭
和
三
四
年
八
月
に
、
『
主
婦
の
友
』
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ

ュ
で
、
北

陸
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
に
入

っ
た
経
験
が
、
三
崎
の
仕
事

に
対
す
る
思
い
に
生
か

さ
れ
て
い
る
。

次
に

「途
上
」
と
同
時
に
掲
載
さ
れ
た

「
二
十
歳
の
設
計
」

に
対
す
る
読
者

の

反
響
を
み
て
ゆ
き
た
い
。
さ
し
絵
は
森
本
元
子
、
十
五
回
の
連
載

で
主
人
公
は
栗

林
杏
子
、
十
九
歳
で
あ
る
。
誌
面
の
都
合
で
掲
載
さ
れ
な
か

っ
た
十
三
号
以
外

の

各
号
に
読
者
評
が
載

っ
て
い
る
。
「途
上
」
と
同
じ
よ
う
に
各
回
毎
の
梗
概
に
沿

っ

て
読
者
評
を
み
た
い
。

①
栗
林
杏
子
は
十
九
歳
。
両
親
を
相
次

い
で
中
学
の
と
き
に
亡
く
し
、
兄
太
郎
と

暮
ら
し
て
い
る
。
父
を
亡
く
し
た
と
き
高
校
三
年
だ

っ
た
兄
は
大
学
進
学
を
断
念

し
て
就
職
し
、
杏
子
の
高
校
進
学
を
支

え
て
く
れ
た
。
杏
子
と
太
郎
は
互
い
を
思

い
合
う
仲
の
よ
い
兄
妹
だ

っ
た
。
し
か
し
杏
子
が
卒
業
し
て
就
職
を
さ
が
す
と
、

成
績
優
秀

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
親
が
な
い
こ
と
を
理
由

に
入
れ
る
会
社
が
全
く

な
か

っ
た
。
そ
ん
な
と
き
に
、
太
郎
の
同
僚
で
東
亜
物
産
重
役
の
息
子
、
津
坂
敏

浩
が
、
杏
子
を
系
列
会
社
東
亜
不
動
産

へ
の
就
職
を
は
か
ら

っ
て
く
れ
た
の
だ

っ

た
。第

一
回
を
読
ん
だ
読
者
は
、
早
く
も
主
人
公
杏
子
に
接
近
す
る
津
坂
に
疑
問
を

持

っ
て
い
る
。

・
第
二
号

「大
好
き
な
源
氏
先
生
の
作
な
の
で
、
期
待
し
て
読
み
ま
し
た
。
先

生

の
ユ
ー
モ
ア
小
説
は
幾

つ
も
読
み
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
に
し
み
じ
み
し
た
、
ペ
ー

ソ
ス
の
あ
る
物
語
は
初
め
て
で
す
。
花
ひ
ら
く
前
の
乙
女
の
愁
い
と
歓
び
が
、
何

よ
り
も
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
(青
森

石
渡
洋
子
)
」
「
両
親
亡
き
た
め
の
、

冷
た
い
就
職
戦
線
ー

で
も
彼
女
は
、
き

っ
と
幸
福
に
な
れ
る
素
質
を
持

っ
て
い
る

女
性
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
の
津
沢
と
い
う
男
性
は
、
本
当
に
や
さ
し
い
立

派
な
青
年
な
の
で
し
ょ
う
か
。
何
だ
か
心
配
に
な
る
親
切
さ
ー
だ
と
思
い
ま
せ
ん

か
?

(東
京

岸
順
子
)
」

②
杏
子
は
兄
と
同
じ
丸

の
内

で
勤
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。

一
ヶ
月
後
津
坂
に
食
事

を
誘
わ
れ
、
太
郎

の
了
解
を
得

て
交
際
し
て
ほ
し
い
と
告
げ
ら
れ
た
。
太
郎
は
身

分
違
い
を
理
由

に
、
す

っ
き
り
賛
成
は
し
な
か

っ
た
。
津
坂
は
結
婚
す
る

つ
も
り

で
両
親
に
も
杏
子
を
紹
介
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
、
接
吻
し
た
後
、
新
婚
旅
行

の
話
な
ど
し
な
が
ら
歩
い
て
い
て
、
津
坂
は
杏
子
を
旅
館

へ
同
伴
し
よ
う
と
し
た
。

躊
躇
し
抗

っ
た
。
そ
の
と
き
突
然
背
後
で
、
ヒ
ス
テ
リ

ッ
ク
な
笑
い
が
響
い
た
。

二
人
が
ギ

ョ
ッ
と
し
て
振
り
向
く
と
、
女
が
現
れ
、
津
坂
を
嘲
笑
し
た
。
狼
狽
し

た
津
坂
は

「
黙
れ
」
と
ど
な

っ
た
。
杏
子
が
今
ま
で
聞
い
た
こ
と
の
な
い
ほ
ど
下

卑
た
声
だ

っ
た
。
同
じ
頃
太
郎
は
、
友
人
の
深
見
と
お
で
ん
屋
で
飲
ん
で
い
た
。

深
見
は
太
郎

に
杏
子
を
嫁
に
ほ
し
い
と
頼
ん
で
い
た
。

第
二
回
で
津
坂

の
化
け
の
皮
が
は
が
れ
る
の
だ
が
、
三
号
、
四
号
に
掲
載
さ
れ

た
読
者
の
声
は
次
の
よ
う
に
、
杏
子
に
同
情
し
津
坂
に
腹
を
立
て
た
文
章
で
あ
る
。

・
第
三
号

「紳
士
だ
と
思

っ
て
い
た
津
沢
の
、
あ
の
強
引
な
態
度
と
、
怪
し
げ

な
女

の
出
現
に
は
、
杏
子
ば
か
り
か
私
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
彼
は
、
や
さ
し
い
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兄
、
太
郎
の
よ
う
な
青
年
だ
と
信
じ
て
い
た
の
に
、
裏
切
ら
れ
た
よ
う
で
、
杏
子

の
前
途
が
今
か
ら
不
安
で
な
り
ま
せ
ん
。
(和
歌
山

中
村
敏
子
)
」

・
第
四
号

「
こ
の
物
語
の
魅
力
は
、
何
と
い
っ
て
も
、
先
生
独
得
の
ペ
ー
ソ
ス

と
、
そ
の
中
に
ひ
そ
む
甘
さ
で
す
。
津
坂
の
正
体
を
知

っ
て
も
、
な
お
彼
を
信
じ
、

愛
そ
う
と
す
る
杏
子
の
姿
に
、
真
実
、
人
を
愛
す
る
こ
と
の
き
び
し
さ
、
哀
し
さ

を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
(徳
島

大
越
元
杖
)」
「地
位
や
美
徳
を
売
り
物
に
し
て
、

部
下

の
女
性
を
次

つ
ぎ
と
誘
惑
す
る
と
は
!
津
坂
は
何
と
い
う
男
で
し
ょ
う
。
ド

ン
フ
ァ
ン
の
津
坂
と
純
真
な
杏
子
と
は
、
恋

の
女
神
も
、
ず
い
ぶ
ん
罪
な
組
み
合

わ
せ
を
作

っ
て
し
ま

っ
た
も
の
で
す
ね
。
(神
奈
川

山
上
勝
子
)」

「
二
十
歳

の
設
計
」

で
は
、
両
親

の
な
い
兄
妹
が
そ
れ
ぞ
れ
に
、
裕
福
な
家
庭

に
育

っ
た
相
手

(兄
太
郎
は
大
株
主

の
娘
大
道
久
仁
子
に
、
妹
杏
子
は
重
役
の
息

子
津
坂
に
)
に
恋
を
し
て
悩
む
の
だ
が
、
そ
の
恋
愛
に
対
す
る
考
え
方
に
疑
問
を

投
げ
か
け
た
投
書
が
第
六
号
に
載

っ
て
い
る
。

・
第
六
号

「杏
子
も
太
郎
も
、
身
分
違
い
と
い
う
言
葉
を
よ
く
口
に
し
ま
す
ね
。

で
も
恋
愛
に
身
分
と
い
う
こ
と
な
ど
第

二
次
的
な
も
の
で
あ
る
は
ず
。
も

っ
と
、

強
気
で
相
手
に
ぶ
つ
か

っ
て
ほ
し
い
。
杏
子
の
失
恋
は
仕
方
な
い
と
し
て
も
、
太

郎
さ
ん
、
久
仁
子
さ
ん
の
愛
を
ぜ
ひ
獲
得
し
て
く
だ
さ
い
。
(山
形

古
屋
幸
子
)」

小
説
を
批
判
的
に
読
み
な
が
ら
、
登
場
人
物
に
対
し
て
友
人
の
よ
う
に
応
援
を

送

っ
て
い
る
。
こ
の
登
場
人
物
を
応
援
す
る
投
書
が

「
二
十
歳
の
設
計
」
に
は
か

な
り
み
ら
れ
る
。

・
第
七
号

「
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
の

一
番

の
魅
力
は
、
こ
の

"二
十
歳
の
設
計
"
で

す
。

ヒ
ロ
イ
ン
の
杏
子
と
同
じ
年
で
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
に
あ
る
私
は
、
杏
子
と

一
体
化
し
て
し
ま

っ
た
気
持
。
茨

の
道
を
歩
む
こ
の
兄
妹

に
、
早
く
暖
か
い
太
陽

が
輝
く
よ
う
に
、
栗
村
兄
妹
よ
、
が
ん
ば
れ
!

(広
島

友
重
武
子
)
」

・
第
八
号

「小
野
せ

つ
子
さ
ん
て
と

て
も
や
さ
し
い
方
!
同
名

の
よ
し
み
か
、

杏
子
さ
ん
に
よ
り
も
彼
女
の
過
去
に
対

し
て
同
情
心
が
起
こ
り
ま
す
。
太
郎
さ
ん
、

久
仁
子
さ
ん
ば
か
り
思
い

つ
め
な
い
で
、
杏
子

の
よ
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
せ

つ
子
さ
ん
の
好
意
を
う
け
と
め
て
あ
げ

て
下
さ
い
。
(神
戸
市

青
木
節
子
)」

連
載
小
説
と
読
者

・
第
十
四
号

「源
氏
先
生
の

『
二
十
歳

の
設
計
』
は
、
私
た
ち
二
十
代
の
心
理

を
巧
み
に
つ
か
ん
で
い
ま
す
。
太
郎
さ
ん
、
ど
う
か
勇
気
を
出
し
て
真
実
の
愛
を

み
の
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
深
見
さ
ん
、
せ

つ
子
さ
ん
に
も
、
早
く
幸
福
が
お

と
ず
れ
ま
す
よ
う
に
ー
。
(香
川

山
西
夏
代
)
」
「
津
坂
が
悪

い
奴
で
も
、
杏
子

に
は
失
恋
の
痛
手
が
残
り
ま
す
。
で
も
、
兄
の
太
郎
が

つ
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

せ

つ
子
、
深
見
な
ど
七
人
会
の
よ
き
人
び
と
が
1
愛
す

べ
き
人
た
ち
、
み
ん
な
し

あ
わ
せ
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
(大
阪

中
川
富
子
)」

な
ど
、
あ
た
か
も
自
身
が
小
説
の
登
場
人
物
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
呼
び
か
け

声
援
を
送
る
。

皿

二
つ
の
作
品
の
投
書
を
み
て
ゆ
く
と
、
そ
の
受
け
止
め
方
の
違
い
に
気
が

つ
く
。

「
二
十
歳
の
設
計
」
の
方
が
、
親
し
み
を
持

っ
て
読
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
登

場
人
物
を
友
人
の
よ
う
に
み
て
い
る
。

つ
ま
り
、
「
二
十
歳
の
設
計
」
も

「途
上
」

と
同
様
に
、
家
庭
的

に
は
恵
ま
れ
な
い
兄
妹

の
話
な
の
だ
が
、
主
人
公
杏
子
が

「
途
上
」
の
流
子
の
よ
う
に
階
層
的
に
は
孤
立
し
て
い
な
い
た
め
に
、
読
者
が
さ

ら
に
身
近
に
、
か

つ
自
由
に
読
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

杏
子
の
味
方
は
い
ず
れ
も
庶
民
で
あ
る
。
ま
た
、
「途
上
」

の
流
子
の
周
囲
に
あ

る
小
児
麻
痺
や
精
神
病
は
、
軽
く
流
す
こ
と
の
で
き
な
い
事
柄

で
あ
る
。
読
者
も

同
情
は
寄
せ
る
が
、
踏
み
込
み
難

い
重

い
問
題

で
あ
る
。
「途
上
」
の
第
五
回
で
、

津
村

の
祖
母
が
津
村
の
精
神
病
の
姉
を
道
連
れ
に
心
中
を
図
る
が
、
遺
書
に
、

「
バ
バ
は
、
気
力
が
あ
る
う
ち
に
先
に
死
に
ま
す
。

バ
バ
は
、
人
を
う
ら
ん
で
死

ぬ
る
の
で
は
な
い
。
お
国
で
こ
う
い
う
病
人

の
め
ん
ど
う
を
や

っ
て
下
さ
ら
ん
い

じ
ょ
う
は
自
分
で
い
た
す
ほ
か
は
な
い
で
し
ょ
う
。
バ
バ
は
す
る
こ
と
を
し
て
死

ぬ
る
だ
け
で
す
。
」
と
書
き
残
し
て
あ

っ
た
。
作
者

は
精
神
病

の
看
護
を
社
会
的

な
問
題
と
し
て
投
げ
か
け
る
の
だ
が
、
投
書
を
見
る
限
り
で
は
読
者
は
そ
れ
に
応

え
て
い
な
い
。
ま
た
、
流
子
が
久
間
木
に
裏
切
ら
れ
た
形
で
、
千
世
が
妊
娠
し
て
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曽

連
載
小
説
と
読
者

結
婚
す
る
こ
と
に
な

っ
た
場
面
で
、
久
間
木
の
祖
母
が
登
場
す
る
。
久
間
木

の
祖

母
は
、
流
子
に

「あ
な
た
の
耐
え
て
お

い
で
に
な

っ
た
立
場

の
苦
し
さ
が
よ
く
わ

か
る
。
い
ち
ど
ゆ

っ
く
り
お
話
し
し
た

い
。
雄
三
と
い
う
人
間
に
つ
い
て
も
、
祖

母
と
い
う
立
場
か
ら
で
は
な
く
、
全
く
外
側
か
ら
あ
な
た
と
話
し
合

っ
て
み
た
い
」

と
手
紙
を
書
き
送

っ
て
い
る
。
流
子
は
そ
の
手
紙
に
救
わ
れ
る
の
だ
が
、
読
者
が

そ
の
手
紙
を
ど
の
よ
う
に
受
け
取

っ
た
か
は
、
投
書
か
ら
は
読
み
と
れ
な
い
。
登

場
す
る
二
人
の
祖
母
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
思
慮
深
い
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、

祖
母
た
ち
に
言
及
す
る
投
書
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
投
書
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、

「読
者
の
手
帳
」
欄
に
は
選
択
さ
れ
な
か

っ
た
。

「読
者

の
手
帳
」
で
は
、
投
稿
本
文
以
外
に
は
投
書
者

の
名
前
と
出
身
地
し
か

載

っ
て
い
な
い
。
年
令
も
職
業
も
不
明

で
あ
る
。
ま
た
、
女
性
名

で
あ

っ
て
も
、

男
性
が
偽
名
を
使

っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
投
書
を
読
者

の
素
直

な
感
想
と
し
て
、
額
面
通
り
に
は
受
け
取
り
に
く
い
。
あ
る
い
は
投
書
に
編
集
部

の
手
が
加
わ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
の
か
。
こ
の
編
集
部

の
関
与
に

つ
い
て
は
、
女

性
と
し
て
小
学
館
初
の
副
編
集
長
を
さ
れ
た
永
井
路
子
氏
に
、
「
ス
ペ
ー
ス
に
合

わ
せ
て
長

い
も
の
は
短
く
し
、
文
章

の
お
か
し
な
も
の
は
担
当
者
が
適
当
に
手
を

加
え
た
。
し
か
し
、
投
稿
者

の
意
図
は
損
な
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
た
」
と
の
ご

教
示
を
得
た
。

投
書
を
読
者

の
感
想
と
し
て
鵜
呑
み

に
は
で
き
な
い
が
、
編
集
方
針
と
し
て
捉

え
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
読
者
投
書

の
内
容
を
含
め
て
の
誌
面
づ
く
り
で

あ
る
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
地
域

や
年
令
を
超
え
た
読
者
同
士
の
連
帯
感
づ

く
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
小
説
に
関
し
て
の
編
集
部
が
期
待
す
る
読
者
像
の
提
示
。

た
と
え
ば
、
「
二
十
歳
の
設
計
」
に
つ
い
て
、
「恋
愛
に
お
け
る
身
分
違
い
」
に
異

議
を
唱
え
る
評
が
載

っ
た
昭
和
三
五
年
六
月
号
に
は
、
「部
落
」

の
特
集
が
組
ま

れ
、
「理
由
な
き
差
別
と
偏
見
に
苦
悩
す

る
社
会
」
と
し
て
問
題
を
提
起
し
て
い

る
。
ま
た
、
「途
上
」

の
須
磨
子
無
理
心
中
事
件

で
は
、
そ
れ
を
認
め
る
よ
う
な

評
は
道
義
的
に
も
載
せ
ず
、
「
死
ぬ
こ
と
だ
け
は
思
い
と
ど
ま
り
た
い
」
と
い
う

評
が
選
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
十
月
号
に
は
、
「名
も
な
く
貧
し
く
美
し
く
生
き
る
」

と
題
し
て
、
四
本

の
手
記
が
特
集
さ
れ

て
い
る
。
「読
者

の
手
帳
」
は
掲
載
号
全

体

の
編
集
と
合
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
永
井
氏
に
、
作
家
に
作
品
を
依
頼
す
る

と
き
に

「
暴
露
的
ゴ
シ
ッ
プ
中
心
の
雑
誌
で
は
な
く
、
読
む
雑
誌
、
考
え
さ
せ
る

と
こ
ろ
が
あ
る
雑
誌
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
。
純
文
学
で
は
な
い
が
、
若
い
女
性

を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
」
な
ど
を
話
し
た
と
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
掲

載
さ
れ
る
読
者

の
投
書

の
選
出
は
、
作
家
に
対
す
る
の
と
同
じ
姿
勢
が
と
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
小
説
を
盛
り
あ
げ
る
た
め
の
応
援
団
と
し
て
、
言

っ
て

み
れ
ば
、
歌
舞
伎
な
ど
で
ひ
い
き
役
者
に
呼
び
か
け
る
掛
け
声

の
役
目
を
、
「読

者

の
手
帳
」
は
担

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

【注
】

注
1

「朝
日
新
聞
」
昭
和
三
四
年
十
二
月
七
日
掲
載
に
よ

っ
た
。

.

注
2

特
需
に

つ
い
て
は
、
『
日
本
近
代
史
辞
典
』
(
日
本
近
代
史
辞
典
編
集
委
員

会
編

東
洋
経
済
新
報
社

一
九
八
九
年
五
月
十

日
刊
五
刷
)
を
参
照
し

た
。

注
3

『
小
学
館
五
十
年
史
年
表
』
(小
学
館
社
史
調
査
委
員
会
編
集

・
発
行

昭
和
五
〇
年
十
二
月
十
五
日
初
版
第
二
刷
)

注
4

『
出
版
年
鑑

一
九
五
六
年
版
』
(出
版

ニ
ュ
ー
ス
社
編
、
発
行

昭
和

三

一
年
四
月
二
〇
日
)

注
5

『
講
談
社
の
歩
ん
だ
五
十
年

昭
和
篇
』

(社
史
編
纂
委
員
会
編
、
講
談

社

昭
和
三
四
年
十
月
二
十
日
刊
)

注 注 注 注 注 注 注
1211109876

注
4
に
同
じ

『
昭
和
史
世
相
篇
』
(小
学
館

一
九
九

一
年
二
月
十
日
初
版
四
刷
)

注
3
に
同
じ

「雑
誌
広
告

恥
69
」
(日
本
雑
誌
広
告
会

昭
和
三
五
年
五
月
)

『講
談
社
七
十
年
史

戦
後
編
』
(講
談
社
発
行

昭
和
六
〇
年
六
月
)

『婦
人
の
歩
み
30
年
』
(労
働
省
婦
人
少
年
局
編

昭
和
五
十
年
十
月
)

小
学
館
総
務
局
参
与
社
史
編
纂
室
、
佐
山
辰
夫
氏
に
ご
教
示
を
受
け
た
。
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注
13

『
雑
誌

で
読
む
戦
後
史
』

(木
本
至
著

新
潮
選
書

昭
和
六
十
年
九
月

二
五
日
刊
)

注
14

「小
学
館
だ
よ
り
」

(社
内
報

昭
和
四
二
年
十

一
月
)

注
15

『婦
人
公
論

の
五
十
年
』
(中
央
公
論
社

昭
和
四
十
年
十
月
十
八
日
)

注
16

注
13
に
同
じ

注
17

『
編
集
長
か
ら
読
者

へ
ー
婦
人
雑
誌
の
世
界
i
』

(今
井
田
勲

・
三
枝
佐

枝
子
著

現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
出
版
会

昭
和
四
二
年
十
二
月
十
日
)

付
記

永
井
路
子
氏
と
、
小
学
館
佐
山
辰
夫
氏

に
懇
切
な
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
記
し
て
感
謝

い
た
し
ま
す
。

(本
学
専
任
講
師
)
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